題は12ポ、ＭＳゴシック（和）かArial（英）で太字
副題は11ポ、ＭＳゴシックかArialで太字
氏名（所属 職名）10.5ポイント
立命館　太郎（立命館大学食マネジメント学部 准教授）；　立命館　華子（びわこ・くさつ研究所 研究員）；　滋賀　食美（立命館大学大学院博士前期課程）

キーワード：キーワード１、キーワード２、キーワード３、キーワード４、キーワード５、
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目次　【メモ：章と節のタイトルのみとし、項見出しやページ数は記さない】
第一章　序論
　一節　節タイトル
　二節　節タイトル
第二章　章タイトル
　一節　節タイトル
　二節　節タイトル
　三節　節タイトル
第三章　章タイトル
　一節　節タイトル
　二節　節タイトル
結論

第1章 章タイトル（10.5ポ、ＭＳゴシックかArialで太字）
一節　節タイトル（10.5ポ、ＭＳゴシックかArialで太字）
項タイトル（10.5ポ、ＭＳゴシックかArialで太字）
本文本文本文本文本文本文本文本文、本文本文本文。本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文。
本文本文本文本文本文本文本文本文本文、本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本、文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文。図・表・写真　

「文字列の折り返し」を「四角形」または「行内」とする。

図・写真の場合は、番号とタイトルやキャプションは下につける。

表の場合は、番号とタイトルやキャプションは上につける。
表１：表のタイトルと出典。（日本語はＭＳ明朝体、英語はTimes New Roman、10ポイント。図表データの「文字列の折り返し」をこの例のように「四角形」にした場合は、図表番号とキャプションは、「図形」の「テキストボックス」を用い、段落設定で行間を固定値１０ポイントにすること。）

本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文
項タイトル（10.5ポ、ＭＳゴシックかArialで太字）

図・表・写真

「文字列の折り返し」を「四角形」または「行内」とする。

図・写真の場合は、番号とタイトルやキャプションは下につける。

表の場合は、番号とタイトルやキャプションは上につける。


図１：図のタイトルや出典。（日本語はＭＳ明朝体、英語はTimes New Roman、10ポイント。段落設定で、行間を固定値１０ポイントにすること。図表データの文字列の折り返しを、この例のように「行内」にした場合、キャプションは、「図形」の「テキストボックス」を用いてもよいし、この例のようにボックス外に書いてもよい。）

本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文[footnoteRef:1]  [1:  脚注：10ポイント、日本語はＭＳ明朝体、英語はTimes New Roman] 

立命（2002, p.162）は、「引用引用引用引用引用引用引用引用」と主張している。本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文
（改行）
二節　見出し（10.5ポ、ＭＳゴシックかArialで太字）
項タイトル（10.5ポ、ＭＳゴシックかArialで太字）
本文本文本文本文本文本文文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文[footnoteRef:2] [2:  脚注：10ポイント、日本語はＭＳ明朝体、英語はTimes New Roman] 

本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文本文
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本論文発表内容に関連して申告すべき利益相反状態はない。【すべての著者が、申告すべき利益相反状態にない場合】

滋賀　食美：本論文発表内容に関連して申告すべき利益相反状態はない。
立命館　華子：本論文発表内容に関連して、以下の申告すべき利益相反状態がある。受託研究・共同研究費（B社）。【著者の一人が利益相反状態にある場合】
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Ritsumei, H. (2017). Gastronomy management.  In Shiga, T. (ed.) . Food business in Japan. Otsu: Biwako Shuppan, pp.70-100. 【メモ：論文集・書籍の分担執筆の場合】
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【執筆細則５により、引用および参照文献の記述スタイルは、原則として、APA（The American Psychological Association）方式に準ずるものとします。ただし、本誌の学際的な性格を鑑みて、執筆者の希望があれば、属する学術分野の標準的なスタイルを採用してもよいものとします。その場合は、その学術分野の代表的学術誌の執筆要項に準じ、どの学術誌を参照したか投稿票で報告するとともに、執筆要項のコピーを添付するかurlをお知らせください。また、他分野の研究者にも容易に理解できるよう、学術誌名等に関する過度な省略表記を行わないようにご留意ください。】
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https://www.apu.ac.jp/rcaps/uploads/fckeditor/Notes_for_Contributors_J.pdf
経済学→
経営学→
文化人類学→『文化人類学』
http://www.jasca.org/
地理学→
心理学→
栄養学→
これ以外のものを参考にすることもできます。


ここまでを枚数制限の対象とする。
＝＝
これ以下は枚数制限の対象外。
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